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特 集

誰もが集える交流拠点施設整備

小規模多機能自治の実現に向けて

義務教育学校の建設

企業誘致の推進を図る

　旭学園の施設整備については、令和５
年春の開校に向けて、校舎増築、改修工
事の実施設計が大詰めを迎えています。
令和６年春に開校予定の、柵原地域の義
務教育学校整備については、現在は、敷
地の埋め立てが始まっています。

　企業誘致について、固定資産税の課
税免除に関する条例制定の議案を提案さ
せていただきました。本条例を制定すること
によって、誘致企業が税制面での優遇を
受けることができ、企業誘致の推進が図ら
れることを期待しています。

　町民各分野の代表者や専門的立場
の人で構成された「美咲町みらいデザイン
検討委員会」において協議していただい
ています。世代を超えて多くの町民が集う
事による賑わい創出や、地域活性化につ
ながる施設を目指します。

　各地域で住民アンケート調査を実施し、
その結果をもとに、地域課題やこれからの
地域づくりについて、話し合いを始めようと
されています。地域の皆さんと一緒に小規
模多機能自治による地域づくりに向けて
対話を進めて行きます。

　美咲町が誕生して１７年が経過し、あと３年で２０年を迎える。　美咲町が誕生して１７年が経過し、あと３年で２０年を迎える。
　将来子どもたちが大人になった際に、あの時の大人は何をしていたのだと言われない　将来子どもたちが大人になった際に、あの時の大人は何をしていたのだと言われない
ようにしたい。その思いで、３地域の大プロジェクトを「不退転の覚悟」で挑ませていたようにしたい。その思いで、３地域の大プロジェクトを「不退転の覚悟」で挑ませていた
だく。だく。
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美咲DMOの出発

　３月初旬には亀甲商店街の「旧榎
本屋」の改装が終了し、新たな地域
活動拠点として出発します。地域経
済が活性化し、その経済効果が町内
全体に波及するような持続可能な町
を創ることを目指します。

新型コロナウイルス感染症

　オミクロン株は感染力が非常に強
く、一人が感染すると、家族全員へ感
染を広げます。ワクチン接種後も、マ
スク着用や手指の消毒、換気の徹底、
3密の回避などの基本的な感染予防
対策の徹底を引き続きお願いします。

予知ができない災害に備えて

　災害はいつ発生するかわかりませ
ん。美咲町では、新たなハザードマップ
を全戸に配布できるよう、準備を進めて
います。また、美咲町としての防災訓
練も実施する予定です。引き続き、災
害に対する備えを進めてまいります。

総合支所の再編

延原正憲 議員

総合支所の2課体制を1課体制
に再編するとのことだが、課長
ポスト1人分の職員はそのまま
残すのか、それとも減員か。ま
た、再編の目的は。
課長ポストの１名は減員する。課
を統合することにより、縦割り行
政を廃してワンストップサービス
を実現させていくことに尽きると
考えている。

答

問

地域みらい計画書とは

板垣正寿 議員

地域づくりの羅針盤である地域
みらい計画書とはどのようなも
のなのか。倭文西地区の例から
その内容を問う。
地域の課題解決や目標達成のた
めに必要な取り組みを自分たち
で取りまとめた計画書のことであ
る。倭文西地区では、現在計画
書の策定中で、間もなく完成する
と聞いている。

答

問

森林GISを導入

藤井智江 議員

令和４・５年度の2か年で森林GIS
を導入すると聞いた。森林GISと
は具体的にどのようなもので、必
要経費はいくらか。
林野庁が実施した航空レーザー
測量のデータを解析、導入し、木
の高さや本数など森林資源情報
を活用し、森林整備を促進する
ためのもの。必要経費は、2年間
で3,８００万円になる。
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問
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予算特別委員会

令和4年度
当初予算案

72
項
目
の

項
目
の
意
見
を
付
し
て

意
見
を
付
し
て

��

全
会
一
致
で
承
認

全
会
一
致
で
承
認
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が
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内
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予算特別委員会からの報告
予算特別委員会は、新年度で執行される予算が適正なものであるかを確認するため、全ての課が所管する
予算について審査を担当しています。
委員長／左居喜次　副委員長／矢吹一郎　ほか全議員を委員とする14人で審査しています。

全体総括意見を付す！
本会議での委員長報告において指摘した特に付しておくべき意見は以下の通りです。

予算特別委員会では、決算審査で指摘した内容が「新年度
予算に反映されているか」という視点で審査を行いました。

⃝９月定例会：前年度決算を審議・認定

⃝議会からの指摘・意見をとりまとめ
⃝新年度予算などへの要望書を提出

⃝３月定例会：新年度予算案を審議・承認

新型コロナの感染
拡大阻止

　新型コロナウイルスの感染拡大
は、自治体の施策にも大きく影響を与
え、多岐にわたる分野で感染防止に
配慮した取り組みが必要となってい
る。さらに、ワクチン接種については、
現在３回目接種が進められているが、
政府では、４回目接種の検討に入って
いる。第７波の到来に備えた感染拡大
防止と医療提供体制の整備などを踏
まえ、今後においても円滑な接種体
制の確保が望まれる。

自治体ＤＸの
取り組み

小規模多機能自治
で地域づくり

児童虐待の解消

交流拠点整備実現
に向けた取り組み

町全体の借地解消

　デジタル庁では、すべての自治体
に対して２０２５年度までに、国民健康
保険、児童手当、介護保険、個人・
法人住民税などの１７項目を国が定
めた標準システムに移行する方針を
明らかにしている。推進に当たって
は、人材の確保と体制の強化と共に、
新しい行政サービスの創造といった
側面からも全職員で当事者意識を持
ちながら、長期的な計画を立て取り
組まなければならない。

　人口減少・高齢化社会の中で、地
域の「絆」を深め、住民同士の「共助」
の役割がますます重要になってきて
いる。地域が小規模多機能自治組織
として自立するまでは行政の伴走は
欠かすことができない。住民が地域
の中で、健康を守り、生きがいのあ
る生活を送っていく上でも、決してど
の地域も取り残すことが無く、地域住
民の立場に立った丁寧な対応によっ
て、小規模多機能自治の実現を望む。

　日常的な虐待がエスカレートした結
果、胸が張り裂けそうな事件が起こ
り、連日報道されている。１８歳未満
の子どもへの虐待は、３０年以上連続
で増加しており、本町においても例外
ではなく、虐待のケースは１２０人に迫
り、実に全児童の６％を占める状況で
ある。庁舎内での連携はもちろんのこ
と、関係機関との連携強化、さらに、
人員配置、予算措置を含め、危機感
をもって取り組まなければならない。

　木材や鋼材などの建築資材が高騰
し、事業費が計画当初の予定をはる
かに上回る事態となっている。そうい
った要因で、請負事業者の選定が遅
れ、事業の進捗が停滞している状況
である。先般、公募要項の一部見直
しが行われ、再度、請負事業者の募
集が始まっているが、合併特例債の
期限が迫る厳しいスケジュールに変
わりはない。さらに注力し、実現に向
けた取り組みを強く求める。

　学校関係をはじめとする公共用地
の借地問題は、今後、時間の経過と
ともに、借地に立つ施設が老朽化し
危険な状態になっていくと予想され、
所有者の世代交代、相続などでさら
に困難な状況になっていくものと思
われる。義務教育学校建設に伴い借
地の目的を終えようとする今日を、町
全体の借地整理の機会ととらえ、さ
らに踏み込んだ交渉によって借地解
消を求める。

意見

意見

意見

意見

意見

意見
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【※決算額は1万円未満四捨五入】

公共施設管理、防災、国際交流、情報通信など

高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、学校教育など

	 一般会計	 120億2,747万円	（前年度比4.40％増）
	16特別会計	 57億4,949万円	（前年度比4.17％減）
	公営企業会計	 9億2,405万円	（前年度比0.05％増）

予算審査  私の意見！

以上のような審議を経て、美咲町議会は　令和４年度当初予算案を全会一致で承認しました。

板
垣
委
員

松
田
委
員

安全・安心

福祉・教育 主な
事業

主な
事業

　エイコンスタジアムの使用に
ついて町民が広く利用できるよ
う求める。

公
共
施
設
の

�

幅
広
い
利
用
を

　
　
　
　  
促
す

小
林
委
員

　関係機関との連携を強化して
児童虐待ゼロを目指した予算措
置を含めた取り組みを求める。

児
童
虐
待
防
止

　
へ
の
対
策
強
化

　中央運動公園の危険な遊具の
早急な撤去と、新たな遊具設置を
求める。

危
険
な
遊
具
の

�

早
期
撤
去
を

　生活保護世帯への利用拡充の
検討を求める。

黄
福
タ
ク
シ
ー

　
　
　
　
　
事
業

　大規模プロジェクト進展に合
わせて借地整理の推進を求める。

公
共
用
地
借
地

�

解
消

　小規模多機能自治移行時の計
画策定において標準的な予算設
定の提示を求める。

ま
ち
づ
く
り

　
　
交
付
金

総 務 費 19億9,611万円 衛 生 費 10億6,218万円

民 生 費 28億7,644万円 教 育 費 25億円

三
船
委
員

藤
井
委
員

松
島
委
員

　全議員14人を委員とする令和4年度歳入歳出予算特別委員会が設置され、3月10日から3日間に
わたり予算審査を行いました。
　今回の審査では、決算審査における議会からの要望事項が、新年度予算（案）および行政施策など
に反映されているのかといった点を中心に審査を行いました。
　ここでは各委員から出された72項目の指摘事項のうち主な意見を掲載します。

予算特別委員会
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令和4年度美咲町歳入歳出当初予算

一般会計
歳出総額

120億2,747万円 

総務費
199,611
16.60％

民生費
287,644
23.92％

教育費
250,000
20.79％

土木費
101,057
8.40％

衛生費
106,218
8.83％農林水産業費

81,654
6.79％

消防費
31,925
2.65％

議会費
9,626
0.80％

その他
15,938
1.32％

公債費
116,710
9.7％

災害復旧費
2,364
0.20％

一般会計
歳入総額

120億2,747万円 

町税
135,700
11.28％

地方交付税
515,000
42.82％

町債
183,950
15.29％

国庫支出金
126,865
10.55％

繰入金
81,050
6.74％

自主財源 20.73%

依
存
財源 79.27%

県支出金
68,480
5.69％

地方譲与税
20,961
1.74％

地方消費税交付金
27,843
2.31％

その他②
10,417
0.87％

（単位：万円）

分担金および負担金
4,540
0.38％

諸収入
6,800
0.57％
使用料および
手数料
7,303
0.61％

その他①
13,838
1.15％

財政用語
【解説】

［町債］…事業の財源に充てるため国などから借りたお金
［国・県支出金］…町が行う事業に対して国・県から補助されるお金
［地方交付税］…町の財政力に応じて国から交付されるお金
［民生費］…児童・障がい者・高齢者福祉などの社会保障経費

※端数処理（四捨五入）により合計が一致しない場合があります。

［総務費］…公共施設管理、国際交流、交通安全対策などの経費
［教育費］…小・中学校、公民館、図書館、生涯学習を推進するための経費
［公債費］…事業を行うときに借りたお金の返済金

みさきネット、国民健康保険、介護保険、上・下水道など

農林業振興、道路整備、観光、災害復旧、企業誘致など

以上のような審議を経て、美咲町議会は　令和４年度当初予算案を全会一致で承認しました。

延
原
委
員

則
吉
委
員

山
本
資
委
員

形
井
委
員

山
本
宏
委
員

中
西
委
員

産業・建設

主な
事業

主な
事業

　国民健康保険条例改正に伴う
保険制度の適正な運用を求める。

美
咲
町

 

国
民
健
康
保
険事業

　住民からの要望に基づき予算
計上された事業については、早期
着工に努めるよう求める。

河
川
な
ど
の

　 

自
然
災
害

　
　
　
防
止
事
業

　アセットマネジメントによる
料金改定において住民の負担と
ならぬよう対応を求める。

水
道
事
業

�

料
金
改
定

　町内の大型飼養施設防疫への
職員の意識強化を図り研修会な
どへの積極的参加を求める。

畜
産
飼
養
施
設
の

　
防
疫
意
識
強
化

　自治体DXに向けた公共施設で
のWi-Fi環境の早急な整備を求め
る。

デ
ジ
タ
ル
社
会

　
　
　
へ
の
対
応

　町の課題を考慮した、ふるさと
納税使途項目の公開を求める。

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
使
途
を
公
開

特別会計事業 57億4,949万円 公営企業会計事業 9億2,405万円

農林水産業費 8億1,654万円 土 木 費 10億1,057万円

特別会計・水道事業会計定
例
会
の
報
告

予
算
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報
告
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集
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美咲町三大プロジェクト  順調な進捗への後押しを
令和4年2月28日から3月18日まで定例議会が招集され　一般会計当初予算120億2,747万円など５9議案が議決されました。

自然災害防止事業柵原地域義務教育学校の建設

地域みらい計画応援交付金
　小規模多機能自治組織を対象に地域課題
解決の地域みらい計画達成への活動資金。
（交付金）
〔地域みらい計画応援交付金　３５７万円〕

新型コロナワクチン接種事業
　12歳以上の町民への新型コロナワクチン接種
に備えている。
〔接種委託費　４,３１８万円〕

議 

員 

発 

議

条
　
　
　
例

　自然災害の発生に備えて道路、河川の整備
防災工事や河川の浚渫工事を行い災害を未
然に防止する。
〔河川改修費　１億４,３１３万円〕

　令和６年４月開校を目指し柵原西小学校、柵
原東小学校、柵原中学校の３校を統合して９年
制の義務教育学校の建設に着手する。
〔学校建設費　９億２,９１４万円〕

小規模多機能自治

自治会の枠を超え、協働のまちづくり
協議会から、一歩進んだ地域運営組織へ。

小規模 小さな地域でも

多機能 できることを増やし

自治 自分たちで決め、
自分たちで担う（行う）。

【
柵
原
学
園
を
設
置
】

町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部 

改
正

　

令
和
６
年
４
月
に
施
設
一
体
型
義

務
教
育
学
校
と
し
て
開
校
す
る
柵

原
学
園
を
加
え
る
。

【
役
場
書
類
の
押
印
を
廃
止
】

押
印
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例

整
備

　

事
務
の
効
率
化
、
町
民
の
利
便
性

の
向
上
と
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

押
印
廃
止
を
行
う
。

【
職
員
の
定
数
を
減
員
】

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　

合
併
時
か
ら
職
員
定
数
の
改
正

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
人
口
推
移
を

踏
ま
え
た
定
員
数
と
す
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
を
非
難
す
る
決
議

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
、
武
力
の
行
使
を
禁
ず
る
国
際

法
の
重
大
な
違
反
で
あ
り
、
許
し

難
い
行
為
で
あ
る
。
本
町
議
会
に

お
い
て
も
、
決
し
て
容
認
で
き
る

も
の
で
は
な
く
断
固
非
難
す
る
。

　

ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
退
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
の
実
現
に
全

力
を
尽
く
す
よ
う
強
く
求
め
る

意
見
書
を
ロ
シ
ア
大
使
館
お
よ
び

日
本
政
府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



9 みさき

美咲町三大プロジェクト  順調な進捗への後押しを
令和4年2月28日から3月18日まで定例議会が招集され　一般会計当初予算120億2,747万円など５9議案が議決されました。

旭学園義務教育学校の建設開始
　令和５年４月開校を目指し旭地域の旭小学校
を旭中学校に統合し９年制の義務教育学校の建
設に着手する。
〔学校建設費　６億８,５２１万円〕

多世代交流拠点施設設計・用地買収
　中央地域に計画中の地域活性化が促進され
る新しいスタイルの交流拠点の設計が開始され
る。
〔用地買収・施設設計費　１億４,１００万円〕

意
見
の
分
か
れ
た
議
案

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

松
島
議
員

左
居
議
員

山
本
宏
議
員

松
田
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

小
林
議
員

藤
井
議
員

山
本
資
議
員

板
垣
議
員

三
船
議
員

矢
吹
議
員

則
吉
議
員

中
西
議
員

議案第５９号 教育長の選任 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
　
　
　
事

教
育
長
の
選
任
に
同
意

　

教
育
長
の
選
任
が
提
案
さ
れ
賛
成
多
数
で

同
意
し
た
。任
期
は
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
。

施設用地施設用地

施設用地施設用地買収予定地買収予定地

一般利用車・公用車一般利用車・公用車
駐車場（車庫）駐車場（車庫）

契
　
　
　
約

工
事
請
負

　

契
約
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

◆
柵
原
学
園（
仮
称
）造
成
工
事
10
工
区

　

㈱
月
の
輪
建
設
工
業（
美
咲
町
）

１
億
４
，２
４
５
万
円（
税
込
）

表
　
　
彰

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力

　

議
員
活
動
を
通
じ
て
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
進
展
に
尽
く
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、美
咲
町
議

会
か
ら
山
本
宏
治
議
員
が
受
賞
し
ま
し
た
。

◆
岡
山
県
町
村
議
会
議
長
会　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

自
治
功
労
者
表
彰

山
本　

宏
治
議
員

美
咲
町
打
穴
下

黒
瀬　

堅
志（
再
任
）

3月議会
でこんなことが
決まりました

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告
　総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、上下水道課、建設課、産業観光
課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／中西伶王、矢吹一郎、山本　資、松田英二、松島　啓の7人
で審査しています。

　美咲町アジアの民話館桜湖邸の

現地視察を行った。

　今後、民間への売却に向けた準備

を進めて行く予定。

【くらし安全課】
共同バス運行事業の現状

【産業観光課】
水稲栽培継続支援事業

【総務課】
書類手続きの押印廃止

【地域みらい課】
多世代交流拠点の進捗は

今後、本町での書類手続きの
際、印鑑が不要になるのか。
場合によるが、印鑑が必要な
ものか、必要ではないものか
を判断したうえで改正を行う。

ロシアのウクライナ侵攻の
影響は。
原油価格の高騰、さらに資材
の高騰も予測されておりその
他の事業にも影響があるの
ではないかと危惧している。

問 問

答 答

【理財課】
まちづくり基金積立金増額
まちづくり基金増額の財源は
何なのか。
土地開発基金の条例廃止に
伴い4億4,089万2,000円を
増額する。

答

問

【建設課】
稗田川河川改修工事

米価下落に対する支援金の
交付件数は。
見込み数891件に対し858件
の申請があった。締切期限を
3月15日にし再度集計を行う
予定。

答

問共同バスの利用状況はどうな
っているのか。
現在3路線あり、利用者数は
減少傾向にある。新年度のコ
ロナの状況などを見ながら経
費削減も検討中。

答

問 稗田川河川改修工事の進捗状
況は。
現在1工区、2工区の工事を進
めており、2工区は3月末に終
わる見込み。

答

問

（西川上地内）

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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【住民税務課】
国保税条例の一部改正

【福祉事務所】
生活困窮者への支援は

【教育総務課】
義務教育学校柵原学園へ

【生涯学習課】
生涯スポーツ推進計画

今回の国保税条例の一部改正
の主な理由は。
令和４年度から国保税率を変
更するため。また、未就学児
に係る国民健康保険の均等
割が半額になるため。

答

国の交付金による生活困窮者
への支給状況は。
国の政策により住民税非課税
の世帯に対して10万円の給
付金を支給する。

答

美咲町立学校設置条例の改
正内容は。
美咲町立柵原西小学校、柵原
東小学校および柵原中学校を
統合し、義務教育学校柵原学
園として開校するために改正。

答

令和４年から令和７年までの４
年間のこの計画の趣旨は。
町民の誰もがスポーツに親し
むことができる豊かなスポー
ツライフの実現を目指す。

答

問 問

問 問

【住民税務課】
地球環境保全施策
美咲町環境保全条例改正の主
な加筆内容は。
環境基本法の基本理念にのっ
とり、環境への負担低減およ
び効果的な地球環境保全、循
環型社会の実現などを加筆。

答

問

【健康推進課】
コロナワクチン接種率
美咲町の2回目の接種率と3
回目の接種率の動向は。
2回目は高齢者が９０％、全年齢で
８６％の接種率。3回目については
２月末現在で２３．７％で県平均２１．
３％と対比し接種率はよい。

答

問

民生・教育常任委員会からの報告

　津山圏域クリーンセンターの施設内を

視察した。

　可燃ごみ搬入量が増加し、場外搬出と

なった経緯の説明を受けた。

（津山市領家地内）

　民生・教育常任委員会は、住民税務課、保険年金課、健康推進課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課
が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。
委員長／形井　圓　副委員長／小林達夫　委員／則吉洋介、三船博之、板垣正寿、藤井智江、左居喜次の7人
で審査しています。

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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義務教育学校特別委員会からの報告
　義務教育学校特別委員会は、柵原地域および旭地域に建設する義務教育学校の創設に向けた取り組みに
対する審査を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／中西伶王　ほか全議員を委員とする14人で審査しています。

　2月1日に特別委員会を開催し、教育委員会が取り組んで
いる美咲町立義務教育学校旭学園および柵原学園の進捗状
況について審査を行った。
　柵原学園について委員からプールの整備計画や開校後の
通学方法などの質問があった。
　また、2月17日に安全祈願祭を執り行う報告を受けた。
　旭学園については担当課による旭学園開校準備委員会の
予定などの説明でワーキンググループ方式で協議してい
る。

　美咲町議会は、地域の振興発展および住民福祉向上のため、議会の活性化に積極的に取り組んでまいりまし
た。これまでの活動が全国の町村議会の中でも極めて顕著で他の模範であるとして令和３年度全国町村議会議長
会特別表彰を受賞しました。受賞に恥じることのないようにこれからも議会活動に励んでまいります。

美咲町議会議長　松島　啓

安全祈願祭（書副地内）

全国町村議会議長会から
特別表彰を受賞表彰

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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ページ 議員名 質　問　内　容

14 山本  宏治
１．国勢調査結果を踏まえどうするのか
２．旭地域を活性化のモデルに

15 板垣  正寿
１．消防団員の処遇改善をどう考える
２．放置された公共施設今後どうする

16 矢吹  一郎
１．デジタル田園都市構想の取り組みは
２．国土強靭化の実施計画は

17 中西  伶王
１．住民サービス提供に向けた意識改革
２．農家全体に対する支援策が必要

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

18 山本  　資
１．子どもや高齢者の見守りは万全か
２．配食サービス利用申請の条件緩和を
◇　屋外広告物・表示物の更新が必要

19 三船  博之
１．国道・県道の歩道整備はできているか
２．運動公園の大型遊具はどうなるのか
◇　地籍の再調査をするべきではないか

20 藤井  智江
１．柵原学園に住民の声は届いているか
２．地域の草刈り作業の状況と対策は
◇　コロナ対策は十分できているか

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
掲載できなかった質問は◇で
表示しています。

町
政
を
問
う

みさき

美咲町指定天然記念物　北の一本杉（推定樹齢400～500年）

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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国勢調査結果を踏まえどうするのか

旭地域を活性化のモデルに

つながり・絆のある地域を目指す

英語特区で関心度を上げたい

問　
人
口
減
少
率
が
県

下
１
位
で
あ
る
。

　
今
後
の
振
興
計
画
の
目

標
が
困
難
に
な
る
。
他
の

町
村
に
な
い
政
策
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。
若
手
職
員

が
色
々
と
ア
イ
デ
ア
を
出

し
て
い
る
が
今
後
の
プ
ラ

ン
は
あ
る
の
か
。

答
青
野
町
長

　

小
規
模
多
機
能
自

治
の
活
用
、
義
務
教
育
学

校
、
多
世
代
交
流
拠
点
の

整
備
に
合
わ
せ
「
公
助
」

か
ら
「
自
助
・
共
助
」
を

中
心
に
「
つ
な
が
り
・
絆

の
あ
る
地
域
」
子
ど
も
た

ち
が
憧
れ
る
仕
事
場
作
り

な
ど
若
い
世
代
や
、
女
性

が
結
婚
し
子
育
て
し
や
す

い
、
働
き
た
い
な
ど
目
指

し
て
取
り
組
む
。

　

職
員
・
児
童
・
生
徒
な

ど
か
ら
の
意
見
も
重
視
し

効
果
的
な
情
報
発
信
な
ど

魅
力
あ
る
町
に
す
る
。

　

若
手
女
性
職
員
が
男
女

（
と
も
）
に
輝
く
幸
せ
な

プ
ラ
ン
も
計
画
中
。

答
忠
政
副
町
長

　

構
想
力
と
行
動
力

を
持
つ
人
材
と
ア
イ
デ
ア

を
地
域
の
成
果
に
繋
げ
る

組
織
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

行
政
の
意
識
改
革
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
15

年
先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
。

　

「
子
育
て
ア
プ
リ
」
な

ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
取
り

組
み
も
事
業
化
中
で
あ
る
。

問　
旭
学
園
の
開
校
を

契
機
に
地
域
の
活
性

化
が
出
来
な
い
か
。

　
「
学
校
を
核
と
し
た
地

域
づ
く
り
」
を
目
指
し
英

語
特
区
な
ど
を
全
面
に
出

し
、
児
童
・
生
徒
の
移
住

な
ど
の
試
み
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

　

人
口
減
少
の
中
、

旭
学
園
開
校
を
契
機
に
学

校
の
適
正
配
置
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入

な
ど
を
反
映
し
た
学
校
運

営
を
行
い
９
年
間
の
学
習

の
創
意
工
夫
を
す
る
。

　

郷
土
学
習
な
ど
行
い
住

民
の
皆
さ
ん
と
共
同
活
動

を
通
し
て
、
旭
学
園
に
転

校
を
し
て
き
た
い
と
思
う

よ
う
な
学
園
を
目
指
す
。

　

県
内
の
大
学
な
ど
へ
の

協
力
要
請
、「
地
域
枠
」
で

教
職
員
の
採
用
な
ど
充
実

さ
せ
た
い
。

問　
大
阪
府
岬
町
と
の

交
流
事
業
は
。

答
黒
瀬
教
育
長

　

大
阪
府
岬
町
の
淡

輪
小
学
校
と
旭
小
学
校
が

リ
モ
ー
ト
で
両
町
の
「
郷

土
か
る
た
」
で
交
流
。

　

土
佐
山
学
舎
な
ど
の
交

流
事
業
を
し
英
語
圏
へ
の

修
学
旅
行
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

　

英
語
特
区
を
利
用
し
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

で
関
心
度
を
上
げ
た
い
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

美咲町の人口推移

7419

8997
8114

10120

6919 6429

31353213 30373292 3070 2876

5785

2552

19902391 24152230

2010年 2015 2020 2025 2030 2035 2040

1617 14231423 1542

0～64歳 65～74歳 75歳以上

レッツ　スタディー

山本宏治（やまもと　こうじ）議員

動 画

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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消防団員の処遇改善をどう考える

放
置
さ
れ
た
公
共
施
設
今
後
ど
う
す
る

改
修
や
民
間
へ
の
売
却
も
含
め
検
討
す
る

各種世代の意見を取り入れていく

問　
現
在
の
消
防
団
員

は
、
特
に
過
疎
高
齢

化
、
人
口
減
少
の
課
題
を

持
つ
山
間
地
に
お
い
て
ひ

っ
迫
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
核
家
族
化
、共
働
き
、

男
女
共
同
参
画
な
ど
生
活

の
多
様
化
に
よ
り
、
な
り

手
不
足
の
問
題
も
懸
念
さ

れ
る
。
特
に
操
法
訓
練
大

会
に
つ
い
て
、
数
少
な
い

団
員
で
の
参
加
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
団
員
の
現
状

を
把
握
し
た
処
遇
改
善
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
団
員
や
そ
の
家

族
の
声
を
汲
み
取
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

の
実
施
は
で
き
な
い
か
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

操
法
訓
練
に
つ
い

て
は
全
国
的
な
課
題
で
あ

り
、
団
員
に
過
度
の
負
担

が
か
か
ら
な
い
効
率
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施
す

る
な
ど
の
指
摘
も
あ
る
。

今
後
、
団
と
と
も
に
訓
練

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

　

団
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
な
い
が
、
団
と
し
て

初
め
て
の
試
み
と
な
る
団

長
を
は
じ
め
と
す
る
団
幹

部
と
団
員
の
意
見
交
換
の

場
を
地
域
単
位
で
予
定
し

て
い
る
。
各
種
世
代
の
多

く
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

い
く
。

問　
町
内
に
は
放
置
さ

れ
た
ま
ま
の
施
設
が

い
く
つ
も
あ
る
。
中
央
運

動
公
園
内
の
大
型
遊
具
の

あ
る
広
場
、
黄
福
広
場
内

の
建
物
、ほ
ほ
え
み
の
湯
、

こ
れ
ら
３
つ
の
施
設
の
今

後
の
方
針
を
示
せ
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
を
民

間
に
委
ね
る
体
制
整
備
を

早
急
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
こ
れ
は
今
後
、
美
咲

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
活
躍
す
る
場
を

よ
り
広
げ
る
可
能
性
も
秘

め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
施
設
に
も

目
を
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

の
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
忠
政
副
町
長

　

大
型
遊
具
の
あ
る

広
場
は
子
ど
も
た
ち
の
新

し
い
居
場
所
と
な
る
よ
う

取
り
組
む
。

　

食
堂
か
め
っ
ち
。
前
の

建
物
は
食
堂
の
物
置
や
事

務
室
と
な
っ
て
い
る
が
今

後
有
効
活
用
を
検
討
す
る
。

　

ほ
ほ
え
み
の
湯
は
保
育

施
設
へ
の
転
用
も
考
え
た

が
構
造
上
の
問
題
が
あ
り

改
修
や
民
間
へ
の
売
却
も

含
め
検
討
す
る
。

答
青
野
町
長

　

民
間
活
力
の
利
用

は
賢
く
収
縮
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
ま
さ
に
重

要
と
な
る
。
一
層
加
速
さ

せ
て
い
き
た
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
ア

イ
デ
ア
を
活
か
す
仕
組
み

づ
く
り
に
努
め
る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

住民の生命と財産を守る消防団

みんなが遊べる広場に（中央運動公園）

板垣正寿（いたがき  まさとし）議員

動 画

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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デジタル田園都市構想の
取り組みは

国土強靭化の実施計画は

先進事例を参考に検討する

河川改修５カ所を実施予定

問　
①
全
国
で
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
流
れ
が
加

速
す
る
中
で
本
町
の
推
進

計
画
は
ど
う
す
る
の
か
。

②
感
染
症
拡
大
の
中
、
全

て
の
地
域
に
お
い
て
子
ど

も
た
ち
の
学
び
の
継
続
に

お
け
る
通
信
環
境
の
整
備

状
況
は
ど
う
か
。

③
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

地
域
住
民
が
安
心
し
て
、

医
療
機
関
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

①
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
は
昨
年
末

岸
田
総
理
の
所
信
表
明
で

示
さ
れ
た
が
、本
町
で
は
、

新
し
い
地
方
創
造
に
向
け

た
取
り
組
み
の
基
盤
と
な

る
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
り

今
後
、
自
治
体
D
X
も
計

画
的
に
進
め
て
い
く
。

②
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

た
め
の
通
信
環
境
に
つ
い

て
は
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ

ー
の
準
備
も
し
て
い
る
。

③
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ

い
て
は
、
医
師
の
乗
ら
な

い
移
動
診
療
車
『
モ
バ
イ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
の
実
証

実
験
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
先
進
事
例
を
参

考
に
本
町
で
も
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問　
防
災
・
減
災
国
土

強
靭
化
５
か
年
計
画

も
、
あ
と
４
年
と
な
り
、

期
限
が
迫
る
中
で
、
来
年

度
の
予
算
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
実
施
計
画
に
な

っ
て
い
る
か
。

答
前
田
建
設
課
長

　

住
民
の
要
望
書
な

ど
の
情
報
に
基
づ
き
、
被

害
想
定
を
検
討
の
上
、
現

地
調
査
の
実
施
を
行
う
。

　

自
然
災
害
防
止
事
業
の

河
川
整
備
防
災
工
事
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
河
川

改
修
場
所
は
、
５
カ
所
を

予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
も
計
画
的
に
事
業

実
施
の
予
定
で
あ
る
。

問　
国
、
県
に
対
し
て

要
望
も
含
め
た
連
携

に
よ
り
、
緊
急
自
然
災
害

防
止
事
業
の
、
事
業
期
間

を
見
据
え
た
長
期
的
な
改

修
計
画
の
予
定
は
あ
る
の

か
。答

前
田
建
設
課
長

　

本
町
の
管
理
河
川

は
、
国
・
県
の
管
理
河
川

に
比
べ
て
規
模
が
小
さ
い

た
め
、
単
年
度
で
完
了
す

る
案
件
が
比
較
的
多
く
、

個
別
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　

従
っ
て
本
町
に
お
い
て

は
、
今
後
も
河
川
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
重
視
し
な
が

ら
、
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望

書
な
ど
、
幅
広
い
情
報
を

基
に
、
現
地
調
査
を
行
い

個
別
計
画
を
策
定
し
、
事

業
化
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

水害対策の実施を

モバイルクリニック実証実験

矢吹一郎（やぶき  いちろう）議員

動 画

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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農
家
全
体
に
対
す
る
支
援
策
が
必
要

農
業
を
守
る
た
め
の
政
策
を
考
え
る

職員の意識改革を継続させていく

問　
住
民
に
対
し
て
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
役

場
職
員
の
環
境
改
善
と
意

識
改
革
が
重
要
な
要
素
と

な
る
。

　
役
場
幹
部
に
お
い
て
適

切
な
指
導
は
で
き
て
い
る

の
か
。

答
青
野
町
長

　

安
全
衛
生
委
員
会

に
お
い
て
協
議
し
、
職
員

の
衛
生
面
、
時
差
出
勤
の

導
入
、
宿
日
直
専
門
員
の

配
置
、
防
災
体
制
の
見
直

し
な
ど
働
き
や
す
い
環
境

を
整
備
し
た
。

　

基
本
で
あ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
職
場
環
境

の
充
実
に
努
め
る
。

問　
一
例
と
し
て
地
籍

図
の
基
本
と
な
る
航

空
写
真
は
10
年
に
一
度
の

更
新
と
聞
い
て
い
る
。

　
住
民
か
ら
の
要
望
に
応

え
る
た
め
に
は
即
時
に
更

新
さ
せ
る
よ
う
な
意
識
改

革
が
必
要
で
あ
る
。

答
櫻
井
住
民
税
務
課
長

　

航
空
写
真
デ
ー
タ

の
更
新
に
は
１
︐０
０
０

万
円
の
費
用
が
必
要
と
な

る
た
め
、
国
の
機
関
に
無

償
貸
与
を
打
診
し
て
い
る
。

答
青
野
町
長

　

若
手
職
員
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
各
種
重
要
計
画
書

の
自
力
作
成
な
ど
町
の
発

展
に
向
け
た
職
員
の
意
識

改
革
を
今
後
も
継
続
さ
せ

て
い
く
。

問　
本
町
は
令
和
３
年

産
米
の
米
価
下
落
に

対
し
て
一
俵
あ
た
り
１
︐５

０
０
円
の
支
援
金
を
給
付

し
て
い
る
。

　
今
後
、
水
稲
以
外
の
栽

培
農
家
に
対
し
て
支
援
金

を
支
給
す
る
考
え
は
あ
る

か
。答

林
田
産
業
観
光
課
長

　

本
町
の
耕
地
面
積

２
︐０
０
０
ha
の
う
ち
約

８
割
が
水
稲
栽
培
で
あ
る
。

　

町
の
生
産
面
積
で
最
大

と
な
っ
て
い
る
農
地
の
保

全
や
次
期
作
の
継
続
に
繋

げ
る
た
め
今
回
支
援
金
を

給
付
し
た
。

　

そ
の
他
品
目
の
野
菜
な

ど
に
対
し
て
は
水
田
農
業

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業

の
中
で
交
付
金
を
支
給
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
稲

支
援
金
の
よ
う
な
支
援
策

は
考
え
て
い
な
い
。

問　
本
町
に
は
約
45
項

目
の
農
業
関
連
事
業

が
あ
る
。

　
今
後
、
町
に
若
者
が
集

い
、
農
業
を
始
め
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
町
独
自
の
政
策
・
支

援
策
を
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答
青
野
町
長

　

今
後
、
ブ
ド
ウ
の

産
地
拡
大
、
新
規
就
農
者

に
向
け
た
技
能
習
得
な
ど

の
仕
組
み
づ
く
り
、
農
地

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
、
物
産
セ
ン
タ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
農
業
を

守
る
た
め
の
政
策
を
考
え

て
い
く
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

住民サービス提供に向けた
意識改革

さらなるサービスの向上を

国民の食を守る農業

中西伶王（なかにし  れお）議員

動 画

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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子どもや高齢者の見守りは
万全か

配食サービス利用申請の条件緩和を

町全体での取り組みが
必要である

福祉の充実に向けて取り組む

問　
少
子
・
高
齢
化
社

会
と
な
っ
た
今
、
こ

ど
も
や
高
齢
者
の
安
心
確

保
に
対
し
て
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
。

　
各
地
域
で
見
守
り
隊
の

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
町
内
の
活
動
組
織
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
見
守
り
隊
の
活
動
は
ど

の
程
度
の
範
囲
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
そ
の
役
割
と
権
限
は
決

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
同
士
で
情
報
交
換
を

行
う
場
合
に
お
い
て
、
個

人
情
報
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
対
す
る
配
慮
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
牧
野
福
祉
事
務
所
長

　

見
守
り
の
協
力
機

関
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10

月
に
包
括
連
携
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
し
た
日
本

郵
便
㈱
を
始
め
と
し
た
団

体
・
事
業
所
な
ど
で
１
８

６
の
登
録
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
地
域
安
全
推

進
委
員
、
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
、
小
学
校
の
地
域
通

学
班
、
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

見
守
り
方
に
違
い
は
あ
る

が
、
見
守
ら
れ
る
人
た
ち

の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
し
、
継
続
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

町
全
体
で
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

問　
本
町
は
高
齢
者
や

障
が
い
が
あ
る
人
た

ち
の
家
庭
に
弁
当
を
届
け

る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
が
、
こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
条
件
が
あ
る

の
か
。

　
ま
た
、
現
在
の
利
用
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。答

山
崎
保
険
年
金
課
長

　

高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人
に
対
し
て
、
健

康
の
保
持
、
孤
独
感
の
解

消
、
安
否
の
確
認
を
目
的

と
し
て
平
成
29
年
度
か
ら

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
る
。

　

利
用
条
件
は
、

①
町
内
在
住
で
65
歳
以
上

の
世
帯
に
属
す
る
こ
と
。

②
障
が
い
の
あ
る
人
で
、

調
理
が
困
難
な
た
め
通
常

の
食
事
の
確
保
に
支
障
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

　

事
業
者
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
事
業
運
営
が
確
保

で
き
る
社
会
福
祉
法
人
ま

た
は
民
間
事
業
者
に
業
務

を
委
託
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ

い
て
は
表
の
と
お
り
。

問　
必
要
と
す
る
人
が

誰
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
利
用
申
請
の
条
件

を
緩
和
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
山
崎
保
険
年
金
課
長

　

こ
の
事
業
は
介
護

保
険
制
度
の
中
で
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
皆
さ
ん
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
た
生
活
を
継
続
で
き
る

よ
う
福
祉
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

気をつけていってらっしゃい

山本　資（やまもと  たすく）議員

配食サービス事業　実施状況

業者数 業者の地区分け 利用世帯数 利用人数 地区ごとの人数

２年度 4事業者 柵原地区 16世帯 17人 柵原地区 17人

３年度 4事業者 柵原地区 17世帯 17人
柵原地区 16人

中央地区 1人

動 画

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



19 みさき 議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

国道・県道の歩道整備はできているか

運
動
公
園
の
大
型
遊
具
は
ど
う
な
る
の
か

安
全
で
安
心
な
憩
い
の
場
所
に
す
る

積極的に強く要望して行く

問　
津
山
市
内
に
お
い

て
、
国
道
１
８
１
号

に
ア
ク
セ
ス
す
る
工
事
が

進
ん
で
い
る
。

　
完
成
す
る
と
久
米
工
業

団
地
・
津
山
流
通
セ
ン
タ

ー
へ
の
最
短
ル
ー
ト
と
な

る
た
め
に
交
通
量
の
増

加
、
大
型
車
の
通
行
が
活

発
化
す
る
と
思
う
が
、
歩

道
が
無
い
た
め
に
住
民
の

安
全
が
担
保
さ
れ
て
い
な

い
。

　
町
内
の
国
道
・
県
道
へ

の
歩
道
整
備
に
対
す
る
町

の
考
え
は
ど
う
か
。

答
青
野
町
長

　

毎
年
、
現
地
で
調

査
を
行
い
資
料
を
作
り
、

私
自
ら
県
に
出
向
き
要
望

を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
改
良
工
事
の
進
ん
で

い
る
道
路
に
つ
い
て
は
、

車
両
増
加
が
見
込
ま
れ
懸

念
し
て
い
る
。

　

関
係
機
関
と
協
議
を
行

い
積
極
的
に
強
く
県
に
要

望
し
て
行
く
と
共
に
、
交

通
安
全
教
育
を
行
い
自
転

車
、
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

答
前
田
建
設
課
長

　

柵
原
地
域
で
は
県

道
勝
央
仁
堀
中
線
・
国
道

３
７
４
号
、
中
央
地
域
で

は
、
県
道
久
米
中
央
線
・

県
道
久
米
建
部
線
・
国
道

４
２
９
号
、旭
地
域
で
は
、

国
道
４
２
９
号
に
お
い
て

歩
道
危
険
箇
所
改
善
を
要

望
し
て
い
る
。

問　
中
央
運
動
公
園
の

大
型
遊
具
は
家
族
で

公
園
ま
で
行
き
、
お
弁
当

を
広
げ
一
日
を
楽
し
く
過

ご
し
、
思
い
出
作
り
を
し

た
大
変
有
意
義
な
施
設
で

あ
っ
た
。
安
全
上
問
題
が

あ
る
と
言
う
事
で
、
使
用

禁
止
に
な
っ
て
か
ら
長
い

時
間
が
経
っ
て
い
る
。

　
大
型
遊
具
は
解
体
撤
去

し
て
新
し
い
施
設
を
作
る

と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
説
明
を
求
め
る
。

答
青
野
町
長

　
児
童
公
園
の
大
型

遊
具
は
耐
用
年
数
が
15
年

と
言
わ
れ
る
中
、27
年
経
過

し
て
お
り
日
本
公
園
施
設

業
協
会
が
規
定
し
て
い
る

安
全
基
準
に
適
合
し
て
い

な
い
事
が
判
明
し
、改
修
で

は
対
応
で
き
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

　
公
園
の
あ
り
方
を
考
え

る
過
程
で
、美
咲
中
央
小
学

校
６
年
生
が
、
憩
い
の
場

所
、
人
の
集
ま
る
場
所
、
小

さ
な
遊
具
で
も
安
全
な
も

の
な
ど
の
意
見
を
出
し
て

く
れ
た
事
を
踏
ま
え
て
方

針
を
決
定
し
た
。

　
大
型
遊
具
は
撤
去
し
て
、

子
育
て
を
す
る
親
子
連
れ

や
障
が
い
の
あ
る
人
も
含

め
、誰
も
が
楽
し
め
る
安
全

で
安
心
な
憩
い
の
場
所
に

な
る
よ
う
新
年
度
早
急
に

整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
決
ま
り
次
第
広
く
町
民

に
お
知
ら
せ
す
る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

新しい憩いの場を

歩行者の安全が最優先

三船博之（みふね  ひろゆき）議員

動 画

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問
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他
・
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告



20美咲町議会だより  No.68  ＜2022.5＞議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

地域の草刈り作業の状況と対策は

道路維持管理班を配置した

問　
柵
原
学
園
の
開
校

に
向
け
て
通
学
路
が

不
安
、
通
学
方
法
は
ど
う

な
る
の
か
不
安
と
い
う
声

は
届
い
て
い
な
い
か
。

　
校
則
や
制
服
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

　
保
護
者
や
住
民
の
色
々

な
不
安
を
ど
う
認
識
し
、

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
学
び
の
場
の
他
に
柵
原

地
域
の
新
た
な
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
ど
う
認
識

し
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
住
民
の
声
を
広
く
聞
く

た
め
、
全
戸
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
う
計
画
は
な
い

か
。

答
黒
瀬
教
育
長

　

各
地
域
、各
分
野
の

代
表
、
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
保
護
者
、
先
生
な

ど
に
参
画
し
て
も
ら
い
開
校

準
備
委
員
会
お
よ
び
専
門

部
会
を
設
置
し
、計
画
通
り

開
校
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
。

　
４
つ
の
専
門
部
会
に
は
多

数
の
声
が
届
き
、
そ
れ
を
集

約
し
て
い
る
の
が
準
備
委
員

会
で
あ
る
。
全
戸
への
ア
ン
ケ

ー
ト
は
考
え
てい
な
い
。

　

地
域
の
避
難
所
、
そ
し
て

地
域
が
子
ど
も
と
関
わ
り
共

に
成
長
す
る
学
校
を
考
え
て

い
る
。

問　
地
域
に
よ
っ
て
耕

作
放
棄
地
や
河
川

敷
、
道
路
敷
な
ど
、
高
齢

化
に
よ
り
草
刈
り
作
業
が

困
難
に
な
り
、
地
域
の
荒

廃
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の

状
況
を
町
と
し
て
ど
う
認

識
し
、
今
後
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
か
。

　
ま
た
、
地
域
の
協
働
で

荒
廃
地
の
広
が
り
を
防
ぐ

た
め
に
、
自
走
式
草
刈
り

機
の
導
入
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

答
青
野
町
長

　

耕
作
放
棄
地
面
積

は
、５
年
間
で
10
ヘ
ク
タ
ー

ル
増
加
。

　

集
落
単
位
で
の
水
路
清

掃
や
草
刈
り
な
ど
の
保
全

活
動
に
よ
り
荒
廃
農
地
の

発
生
防
止
と
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
地
区
住
民

に
支
え
ら
れ
て
き
た
地
域

環
境
の
維
持
は
高
齢
化
に

よ
り
、活
動
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
地
区
が
増
え
て
い

る
。

　

今
年
度
か
ら
中
央
・

旭
・
柵
原
に
専
門
の
道
路

維
持
管
理
作
業
班
を
配
置

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

答
林
田
産
業
観
光
課
長

　

県
が
自
走
式
草
刈

り
機
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

　

価
格
や
機
能
、能
力
、地

域
の
実
情
に
よ
っ
て
必
要

な
機
械
を
今
後
も
研
究
し

た
い
。

質問

答弁

質問

答弁

新たな拠点として

藤井智江（ふじい  ともえ）議員

草刈り作業は大きな課題

柵原学園に
住民の声は届いているか

開校準備委員会で
集約している

質問

答弁

質問

答弁 動 画

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



21 みさき

美作大学・美作大学短期大学部と
「SDGsパートナーシップ包括協定」を締結

美作大学

学長　鵜
う ざ き

﨑 実
みのる

　　 食物学科

　　 栄養学科

食 人々の健康と幸せを栄養により導き食から
支える専門家を養成します。

「食」の未来を切り開いていく栄養士を
養成します。

　　 児童学科

　　 幼児教育学科

子ども 子どもの発達と教育に高い専門性と実践力
を兼ね備えた教員・保育士を養成します。

子どもの理解を深め、子どもの幸せを
支援する保育士・幼稚園教諭を養成します。

　　 社会福祉学科

　　 専攻科介護福祉専攻

福祉 その人の想いや暮らしに寄り添った支援が
できる社会福祉士を養成します。

高齢者や障がい児（者）の生活の質を高める
福祉の専門家を養成します。

　美作大学学長の鵜﨑実と申します。
　私たちが学んだこと、研究したことが地
域の皆さんの暮らしに活かされてこそ、そ
もそも本学がこの地に存在する意義であ
り、価値であると考えています。
　このたび美咲町議会の皆さまと「ＳＤＧｓ
パートナーシップ包括協定」を結ばせてい
ただくことで、その道が開けることは無上
の喜びであり本望です。
　美咲町の皆さまのお役に立つとともに、
本学の教職員、学生が地域の課題に直接
関わることで多くのことを学ばせていただ
くこと、大変ありがたく思っています。
　どうぞ今後ともよろしくお願い致します。

大学

大学

大学

短大

短大

短大

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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　今春完成した美咲ＤＭＯの拠点施設にて現地視察。
地域おこし協力隊員として採用された大橋佳奈さん
からの取り組み報告について研修しました。

5,000本の桜が満開となった三休公園へ視察に訪
れ、現地にて交流を記念して桜の木の記念植樹が行
われました。

　ごみ処理に対する質問に応えるため津山市領家の
津山圏域クリーンセンターの取り組みについて研修
しました。

●協定締結後、両町では特産物の相互販売や子どもたちによるリモート交流などが随時行われていますが、
議会同士の交流も活発に行っていくことが約束され、好評のうちに散会となりました。

　美咲町は令和２年に大阪府岬町との間で友好交流都市協定を締結しています。
　４月７日～８日、大阪府岬町議会から道工晴久議長を始めとした議員７人と事務局２人の９人が美
咲町を訪れ、両町議会の意見交換や町内視察が行われました。

大阪府岬町議会議員との交流会を開催しました
海の町からこんにちは

　勢揃いした両町の議員がそれぞれの町の取り組み
や課題について意見を交わしました。
　共通した課題として岬町においても猪による被害
が多数発生しているということには驚きました。

定
例
会
の
報
告

予
算
委
員
会
の
報
告

特
　
　
集

委
員
会
の
報
告
他

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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令和4年6月定例会の予定

表紙の紹介 春の交通安全県民運動

　美咲中央小学校の入学式。初々しい29人の子ど
もたちが新１年生になりました。

　４月６日、春の交通
安全県民運動出発式
が開催されました。
　４月１５日までの１０
日間、町内各地で町
民の皆さんによる交
通安全運動が展開さ
れました。

　美咲町議会広報特別委員会では、議会活動を充実させるた
め、町民皆さまからのまちづくりに向けた積極的なご意見をお
伺いする事を目的として、令和４年度から「出前議会」を始めま
す。
　議会だよりに同封しております申込書にご記入いただき、郵
便、FAX、電子申請でお申し込みください。
　皆さまからのお申込みを心よりお待ちしております。
※お申込みは10人以上で、会場の確保や準備は申込者でお
願いします。

　令和４年6月に予定されている美咲町議会定例会は
◆6月１日（水）開会～6月10日（金）閉会の10日間
◆一般質問は6月2日（木）～6月3日（金）の2日間

（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなどでお知らせしていきます）

出前議会 始めました!!

郵送の場合は、こ
の部分を切り取っ

てください。

（切 り 取 り 線
）
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の り し ろ

出 前 議 会
申　込　書

議会広報委員が
お伺いします。

団体・グループ名

代　表　者

連　絡　先

氏　　名

住　　所

電話番号

開催希望日

第１希望
令和　　年　　月　

　日（　　　）

　　　　時　　分　
〜　　　　時　　分

第２希望
令和　　年　　月　

　日（　　　）

　　　　時　　分　
〜　　　　時　　分

話したい内容など

開 催 場 所

参 加 人 数

令和　　年　　月
　　日

※お申込みは10人以上で、会場の確保や準備は申込者でお願いします。

　詳しくは、令和４年度版美咲町まちづくり出前講座のご案内をご覧ください。

問い合わせ先：美咲町議会事務局　電話 0868-66-1128

【申込方法】

「郵　　送」での申し込み：この申込書を糊付けして投函してください。

「F A X」での申し込み：この申込書を 0868-66-2038 まで送信してください。

「電子申請」での申し込み：右記のQRを読み取ってお申込みください。

訂　正 美咲町議会だより６５号８ページ人事記事の中で記載文に誤りがありました。
正しくは「情報公開・個人情報保護審議会委員」に訂正してお詫びいたします。
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町
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

放
課
後
子
ど
も
教
室
第
３
回

寺
子
屋
か
み

子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
確
実
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　令和３年１０月に開設しました。放課後の時間を利用し児童が自主
的に宿題や自らの課題に取り組む活動です。また、地域の大人たち
が学習活動のサポートに参加して子どもたちの活動を支えています。

●どんな活動ですか

　毎週木曜日（祝日・学校休業日等は休室）の１５時～１７時４５分までの間、加美
小学校図工室で活動しています。

●どこで活動していますか

　加美小学校の児童が対象です。
●参加対象はだれですか

　宿題、学習ドリルなど生徒が個々の目標（学習カードに記入）を毎回決めて、教
科学習に取り組んでいます。

●具体的な活動内容は何ですか

　子どもと大人が「一緒に考える」、子ども自身が「やりきる」を基本とし、児童が
自ら教科学習などに取り組む姿勢を大切にしています。

●活動で大切にしていることは何ですか

　加美小学校の校舎の一室をお借りしていますので、子どもたちには馴染みのある
場所での学習環境となっています。

●どんなところが特徴ですか

　みさきスタイルこども応援事業運営委員会（美咲町教育委員会生涯学習課）から
委託を受けたＮＰＯ法人ファミリーリングあゆむが運営しています。
　問い合わせは飯田純子（090-1181-9610）までお願いします。

●運営は誰が行っていますか

　

美
咲
町
で
は
放
課
後
子
ど
も
教
室（
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
を

安
全・安
心
に
過
ご
し
、学
習
や
体
験・交
流
活
動
な
ど
を
行
う
事

業
）が
町
内
７
教
室
開
設
さ
れ
て
お
り
、そ
の
中
の
6
教
室
は「
寺

子
屋
」と
し
て
委
託
団
体
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

一緒に
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考える
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新
し
い
議
会
編

成
と
な
り
は
や
一

年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
人

議
員
と
呼
ば
れ
て
き
た
議
員

も
、
も
う
毅
然
と
し
た
態
度

で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
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人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
こ
の

ご
時
世
で
、
生
ま
れ
た
て
の
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

障
が
い
の
あ
る
人
、病
気
の
人
、

女
性
も
男
性
も
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
多
様
な
人
た
ち
が
手

を
取
り
合
っ
て
い
け
る
仕
組
み

を
ど
う
つ
く
って
い
く
か
。

　
美
咲
町
は
令
和
6
年
に
向

け「
小
規
模
多
機
能
自
治
」を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
美
咲
町

議
会
と
し
て
こ
れ
に
必
要
な

検
証
、
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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